
2026年 4月のカレンダー
みんなのちからで４０年

(今年の９月で４０年目を迎えます)

3/14 青年の会 上野 3/8 日曜喫茶 3月のｷﾞｬﾗﾘｰから

『くにたっちミニ』 啓蟄の候

旧岩崎邸

日野ひろゆきさんと菊川洋子さんの

。 口笛の ﾃﾞｭｴｯﾄ。日野さんの ｳｸﾚﾚも

素敵でした。

下町ﾐｭｰｼﾞｱﾑ ミニコンサート 4月からの予定

4/12 声楽の春(中島真佐代さん)

5/10 笑って転んで歌・紙芝居

(岩崎ﾌｧﾐﾘｰ、坂野大輔さん)

6/14 歌の競演

(小林俊英さん、三瓶雅史さん)

◎ご不要のハガキ等ありましたらお譲り下さい。 学びの広場

ひろばの通信費になります。 TEL&FAX 042-322-7160

★学びの広場に入室する時には、マスク ＨＰ http://manabinohiroba.com/

の着用、手指の消毒をお願いします。 E-mail manabinohiroba.com@gmail.com

また、ご家庭での検温など健康管理 ↑ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ変更しました。

にご協力ください。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

　空欄の日にはﾏﾝﾂｰﾏﾝなど個別の活動をしています。空いているところ  

  に、ご自分の予定を記入してお使いください。

　　　　

スタッフ

　ミーティング

     10:15～12:45  

     

金曜デイ 10～1時

  アート   
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     スタッフ

　ミーティング  

金曜デイ 10～1時

  織りもの

青年の会  10～2時

 外出

 　

12 13 14 15 16 17 18

総会 10:30～12時

日曜喫茶 

　1:30～3時

スタッフ

　ミーティング

金曜デイ 10～1時

  でかけ隊

 

19 20 21 22 23 24 25

スタッフ

　ミーティング

金曜デイ 10～1時

　 オレンジ 

　

青年の会 10～1時 

  アート

  

26 27 28 29 30

スタッフ

　ミーティング   



T.Sさん 小林絵和さん作品展

みんなの掲示板 ひろば Door Gallery
ド ア ギ ヤ ラ リ ー

Nさん

Fさん

富士と俳句

クレヨンの町 Hさん

Sさん

穹さん

今後に向けての思い

長年眼が十分には見えないこと（いわゆる白内障）に悩まされてきました。しかし手術は先延ばしに

してきました。傷口からウイルスが入り込み、いわゆる「敗血症性ショック」になった経験から体を傷

つけることに対し気が進まなかったためです。しかし昨年になってようやく、そろそろ年貢の納め時と

観念し手術に向けての準備を始めました。

そしていよいよ左右それぞれの眼の手術日も決まり、この１月に手術前の最終検査が行われました。

ところがその検査で、両眼とも角膜が薄いため手術で角膜が破壊されてしまうという確率がかなり高い

こと､その場合角膜が白濁し失明してしまうので角膜移植が必要になること､が判明しました。当日は、

主治医の勧めもあり、とりあえず左目の手術のみを行って様子を見ることを決断してクリニックを後に

しました。外は既に暗くなっており夜風が身に染みたことをおぼえています。

さて、一旦は手術を決断したものの､手術をやめた方が良いとの思いが徐々に強くなり､改めて主治医

とも相談のうえ、最終的に手術の中止を決断しました。こうした決断をすると気持ちが落ち込んでしま

うのではないかと考えるのが普通かもしれません。しかし実際には、眼がまだ見えていることに感動・

感謝する気持ちが芽生えたのです。

なぜ手術中止の決断によりこうした気持ちが芽生えたのでしょうか？・・・手術を考えていた時には

眼の状態を手術により改善しなければならないものとしか捉えられなかったのが、手術の中止を決断す

ることで眼の状態をあるがままに受け入れることが出来るようになったから・・・というのが今の私な

りの分析です。

ところで、昨年末のことになりますが、俵万智の「最後とは知らず最後が過ぎてゆくその連続と思う

子育て」という歌に出会い感動しました。しかし翻って考えてみると、人生そのものが「最後とは知ら

ず最後が過ぎてゆくその連続」（一期一会）ではないでしょうか。

眼の見え方が十分でなくても、出来る範囲で、読書や散歩を、更には日々の生活のそれぞれの瞬間を

大切に思いながらまた楽しみながら過ごしていきたいということが今の私の思いとなっています。

(綿引)
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